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【手続補正書】
【提出日】平成20年5月12日(2008.5.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体に記録されたインターレース映像を再生すると共に、当該再生している映像の
一時停止或いはスロー再生が可能な再生手段と、
　前記記録媒体に記録された映像がトップフィールドとボトムフィールドにプルダウン変
換されたインターレース映像である場合に、プルダウン変換前のフレームとプルダウン変
換後のフィールドとの対応関係を検出する検出手段と、
　再生された前記インターレース映像のトップフィールドとボトムフィールドを格納する
フレームメモリ領域を有する記憶手段と、
　前記フレームメモリ領域に格納されたトップフィールドとボトムフィールドを交互に出
力する出力手段とを備え、
　前記再生手段は、プルダウン変換されたインターレース映像を再生中に一時停止若しく
はスロー再生が指示された場合、前記検出手段の検出結果に基づいて、同一のフレームに
属するトップフィールドとボトムフィールドが前記フレームメモリ領域に存在する状態で
前記一時停止若しくはスロー再生を行うことを特徴とする映像処理装置。
【請求項２】
　前記検出手段は、プルダウン変換時に挿入された前記インターレース映像の重複フィー
ルドを検出することで、プルダウン変換前のフレームとプルダウン変換後のフィールドと
の対応関係を検出することを特徴とする請求項１に記載の映像処理装置。
【請求項３】
　前記検出手段は、
　前記再生手段で再生したフィールドが重複フィールドではなく、前回再生した重複フィ
ールドからの間隔が７フィールド以上である場合、当該再生したフィールドがプルダウン
変換されていない映像であると判別する手段と、
　再生したフィールドが重複フィールドではなく、前回再生した重複フィールドからの間
隔が奇数フィールドである場合、当該再生したフィールドがプルダウン変換された映像で
あって、新しいフレームの第１フィールドであると判別する手段と、
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　再生したフィールドが重複フィールドではなく、前回再生した重複フィールドからの間
隔が偶数フィールドである場合、当該再生したフィールドがプルダウン変換された映像で
あって、直前に再生したフィールドと同じフレームの第２フィールドであると判別する手
段と、
　再生したフィールドが重複フィールドである場合、当該再生したフィールドがプルダウ
ン変換された映像であって、直前に再生したフィールドと同じフレームの第３フィールド
であると判別する手段とを備え、
　前記検出手段に含まれる各手段の判別結果に基づいて、プルダウン変換前のフレームと
プルダウン変換後のフィールドとの対応関係を検出することを特徴とする請求項２に記載
の映像処理装置。
【請求項４】
　前記フレームメモリ領域は、第１のフレームメモリ領域と、第２のフレームメモリ領域
とを含み、
　前記再生手段は、プルダウン変換されたインターレース映像のスロー再生中において、
前記検出手段の検出結果に基づいて、第２フィールドが直前に再生した第１フィールドと
異なるフレームとなる毎に、前記第１のフレームメモリ領域と前記第２のフレームメモリ
領域とを切り替えて格納し、
　前記出力手段は、前記第１のフレームメモリ領域又は第２のフレームメモリ領域に同一
のフレームに属するトップフィールドとボトムフィールドの両方が揃って格納される毎に
、前記第１のフレームメモリ領域と第２のフレームメモリ領域とを切り替えて格納される
同一フレームのトップフィールドとボトムフィールドとを交互に出力することを特徴とす
る請求項３に記載の映像処理装置。
【請求項５】
　前記再生手段は、プルダウン変換されたインターレース映像のスロー再生中において、
前記検出手段の検出結果に基づいて、再生したフィールドが直前に再生したフィールドと
異なるフレームであれば、次のフィールドを再生するまでの間隔をスロー再生の速度に関
わらず通常の再生速度の間隔とすることを特徴とする請求項３に記載の映像処理装置。
【請求項６】
　記録媒体に記録されたインターレース映像を再生すると共に、当該再生している映像の
一時停止或いはスロー再生が可能な再生工程と、
　前記記録媒体に記録された映像がトップフィールドとボトムフィールドにプルダウン変
換されたインターレース映像である場合に、プルダウン変換前のフレームとプルダウン変
換後のフィールドとの対応関係を検出する検出工程と、
　再生された前記インターレース映像のトップフィールドとボトムフィールドを格納する
フレームメモリ領域を有する記憶工程と、
　前記フレームメモリ領域に格納されたトップフィールドとボトムフィールドを交互に出
力する出力工程とを備え、
　前記再生工程では、プルダウン変換されたインターレース映像を再生中に一時停止若し
くはスロー再生が指示された場合、前記検出工程の検出結果に基づいて、同一のフレーム
に属するトップフィールドとボトムフィールドが前記フレームメモリ領域に存在する状態
で前記一時停止若しくはスロー再生を行うことを特徴とする映像処理方法。
【請求項７】
　前記検出工程では、プルダウン変換時に挿入された前記インターレース映像の重複フィ
ールドを検出することで、プルダウン変換前のフレームとプルダウン変換後のフィールド
との対応関係を検出することを特徴とする請求項６に記載の映像処理方法。
【請求項８】
　前記検出工程では、
　再生したフィールドが重複フィールドではなく、前回再生した重複フィールドからの間
隔が７フィールド以上である場合、当該再生したフィールドがプルダウン変換されていな
い映像であると判別する工程と、
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　再生したフィールドが重複フィールドではなく、前回再生した重複フィールドからの間
隔が奇数フィールドである場合、当該再生したフィールドがプルダウン変換された映像で
あって、新しいフレームの第１フィールドであると判別する工程と、
　再生したフィールドが重複フィールドではなく、前回再生した重複フィールドからの間
隔が偶数フィールドである場合、当該再生したフィールドがプルダウン変換された映像で
あって、直前に再生したフィールドと同じフレームの第２フィールドであると判別する工
程と、
　再生したフィールドが重複フィールドである場合、当該再生したフィールドがプルダウ
ン変換された映像であって、直前に再生したフィールドと同じフレームの第３フィールド
であると判別する工程とを備え、
　前記検出工程に含まれる各工程での判別結果に基づいて、プルダウン変換前のフレーム
とプルダウン変換後のフィールドとの対応関係を検出することを特徴とする請求項７に記
載の映像処理方法。
【請求項９】
　前記フレームメモリ領域は、第１のフレームメモリ領域と、第２のフレームメモリ領域
とを含み、
　前記再生工程では、プルダウン変換されたインターレース映像のスロー再生中において
、前記検出工程での検出結果に基づいて、第２フィールドが直前に再生した第１フィール
ドと異なるフレームとなる毎に、前記第１のフレームメモリ領域と前記第２のフレームメ
モリ領域とを切り替えて格納し、
　前記出力工程では、前記第１のフレームメモリ領域又は第２のフレームメモリ領域に同
一のフレームに属するトップフィールドとボトムフィールドの両方が揃って格納される毎
に、前記第１のフレームメモリ領域と第２のフレームメモリ領域とを切り替えて格納され
る同一フレームのトップフィールドとボトムフィールドとを交互に出力することを特徴と
する請求項８に記載の映像処理方法。
【請求項１０】
　前記再生工程では、プルダウン変換されたインターレース映像のスロー再生中において
、前記検出工程での検出結果に基づいて、再生したフィールドが直前に再生したフィール
ドと異なるフレームであれば、次のフィールドを再生するまでの間隔をスロー再生の速度
に関わらず通常の再生速度の間隔とすることを特徴とする請求項８に記載の映像処理方法
。
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